
大規模災害で発生した「ごみ」の処分について

【重要】災害直後の行動

ﾎﾟｲﾝﾄ1 災害ごみを適切に分別しましょう！

 災害ごみは、分別して排出します。
 あらためての分別は大変ですので、下図を参考に行いましょう。
 作業の際は、マスク、手袋、長靴などを着用し、身を守りましょう。

燃やせるごみ 燃やせないごみ 粗大ごみ ｺﾝｸﾘｰﾄがら

木くず 金 属 家電リサイクル品 その他

●小型家具 ●布団・ｶｰﾍﾟｯﾄ
●プラスチック製品

注）冷蔵庫の中身は捨てられません。通常のご

みの日に、ごみ集積所へ捨てて下さい。

注）生ごみ等腐敗性のあるものは捨てられません。
通常のごみの日に、ごみ集積所へ捨てて下さい。

●陶器 ●ガラス
●家電ﾘｻｲｸﾙ品以外の家電

縦・横・高さのいずれかが
1メートル以上のもの

●庭木 ●柵 ●トタン ●パイプ
●自転車

●冷蔵庫 ●洗濯機
●テレビ ●エアコン

●ブロック ●かわら
●レンガ ●コンクリート

●危険物 ●消火器
●バッテリー 

道路脇や空き地等に勝手に
ごみを出してはいけません！！

※分別区分は、排出方法によっては上記よりも少ない種類で実施する場合もあります。

 緊急車両の通行の妨げ
 衛生環境の悪化(異臭･害虫の発生)
 火災発生の危険性
 ごみの処理(分別)に膨大な時間と
費用が発生
 まちの復旧の遅れ

発生する問題

大規模災害が発生した場合は、３日以内を目途に
具体的なごみの排出方法をお知らせしますので、
お知らせがあるまでは、分別をしながら、敷地内
で保管するようお願いします。



ﾎﾟｲﾝﾄ2 市からのお知らせを確認して災害ごみを排出しましょう！

 お知らせ内容を確認し、排出してください（土砂や家屋損壊に伴うがれき等も同様）。

 急ぐ必要がないごみは、収集体制が復旧した後排出してください。

 便乗ごみ（災害無関係）の排出、不法投棄、野焼きは絶対に行わないでください。

 生活ごみは、災害ごみとは区別して排出してください。

（災害で発生した生ごみは、生活環境悪化防止のため、生活ごみとして排出してください。

生活ごみ 災害ごみ

通常の生活で
発生する家庭ごみ 災害で発生した片付けごみ

原則、通常のごみ集積所
に排出

仮置場への
持ち込み

ごみ収集車に
よる巡回収集

ごみ処理施設
への自己搬入

市からお知らせする方法で排出

エコクリーンプラザみやざき

指定する場所で
一時的にごみの受け入れ 市が指定した場所・時期に排出

※災害の規模に応じ、Ａ～Ｃの方法を決定します（方法が「1つの場合」も「複数の場合」もあります）
※高齢者等で、Ａ～Ｃの方法で、自力での排出ができない場合、災害ボランティアに協力依頼する方法
もあります（大規模災害の場合）

「仮置場」とは？

 災害廃棄物を一時的に保管しておく場所です。

（場所は、災害発生後に市が指定します。）

 市からのお知らせ内容を確認し、必ず分別した上で持ち

込んでください（分別していない場合、荷下ろしに時間がか

かり、交通渋滞の原因になります）。

宮崎市環境部環境政策課 ℡0985-21-1761

区別

おさらい 災害ごみを処分する際の重要なポイント

市民のみなさまの、ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 災害ごみを道路脇や空き地等に、勝手に排出してはいけません！

 お知らせがあるまでは、分別を行った上で、敷地内で管理しましょう！

 お知らせ後、ルールを守って排出しましょう！

Ａ Ｂ Ｃ

※被災状況によっては、通常の収集を
制限する場合もあります
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